
ラップサイレージにおけるイタリアンライグラスの乾物率推定法

[要約］イタ リアンライグラスのラッ プサイレージ現物重量を測定することにより

童-2-Ｚを開封することなくサイレージの乾物率を推定することができる。
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［背景・ねらい］

乳牛及び肉牛農家において、ここ数年間にロールベールをストレッチフイルムで巻き付

け密封するラップサイレージが急速に普及しつつある。ラップサイレージの乾物率は材料

草の予乾の程度により異なるが、開封前に乾物率が判かれば計画的な給与設計が可能とな

る。また、今後ラップサイレージが粗飼料として流通する場合の重要な取引基準として利
用することができる。

このため，ラップサイレージを開封することなく乾物率を推定できる推定式を作成する。

［成果の内容・特徴］

①イタリアンライグラスのラップサイレージ現物重量を測定することにより、開封するこ

となく乾物率を推定することができる推定式を作成した（図１、表１）。

②推定式はＹ＝202.7-1.197Ｘ＋2.309×10-3Ｘ２であった（表１）。

なお、この推定式はロールベーラの巻き取り圧３ｋｇ／ｃｍ２で調製した直径９０ｃｍ、

高さ９０ｃｍ、現物重量１５０～２７０ｋｇの範囲のイタリアンライグラスのラップサイ

レージに適用することができる。

［成果の活用面・留意点］

この推定式で推定した乾物率は給与設計やラップ・サイレージを流通させる場合の取引基
準として利用できる。

上記以外の条件で調製する場合は別途推定式を算出する必要がある。
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[具体的データ］

、

ラップサイレージの現物重量ｋｇ

イタリアンライグラスラッブサイレージの

現物重量と乾物率の関係（平成３～４年）

図１

表１イタリアンライグラスラッブサイレージの乾物率推定式

Ｙ＝202.7-1.197Ｘ＋2.309×l0-3X2ｒ２＝０．８２（Ｓｅ＝3.43）

相関係数推定式
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注）①Ｙ：乾物率

②Ｘ：ラップサイレージの現物重量

③ｒ：相関係数

④ｎ：回帰推定に用いたデータ数

⑤Ｓｅ：回帰推定による標準誤差


